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昭和47年9月10日（毎月10日発行）

　人ロの動き
　9月1日現在
男一5，297（一3）

女5，391（券9）

計10，688（繭12）

世帯数2，387（一9）

（）内は前月との比較
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白
倉
校
の
運
動
会
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
る
七
日
、
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
倉
小
、
中
学
校
で
は
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ソ
ド
の
完
成
と
中
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
創
立
十
周
年
を
記
念
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

し
て
運
動
会
を
開
き
ま
し
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
残
暑
と
は
い
い
に
く
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
、
き
び
し
い
暑
さ
の
な
…

か
で
、
校
区
あ
げ
て
の
歓
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

声
が
四
囲
の
山
々
に
こ
だ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
一
日
で
し
た
。
　
　
…
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圃
行
　
事

町
議
会
臨
時
会

　
十
二
日
に
招
集

　
第
七
回
町
議
会
臨
時
会
は
十
二
日

に
招
集
、
会
期
一
日
の
予
定
で
次
の

各
案
件
を
審
議
し
ま
す
。

・
固
定
資
定
評
価
審
査
委
員
会
の
委

　
員
選
任
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る

　
件・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

　
て
同
意
を
求
め
る
件
（
二
件
）

・
町
村
人
事
事
務
組
合
を
組
織
す
る

　
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
お
よ

　
ぴ
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
町
村
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

　
に
つ
い
て

・
旧
市
町
村
職
員
恩
給
組
合
資
産
管

　
理
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
な
お
、
こ
の
あ
と
の
議
会
関
係
の

日
程
と
し
て
は
、
二
十
一
日
に
当
町

で
郡
内
町
村
議
員
研
修
会
を
開
き
、

九
月
定
例
会
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
二

十
七
、
二
十
八
日
の
両
日
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

秋
の

　
交
通
安
全
運
動
日
程

二
十
二
日
　
街
頭
指
導

二
十
三
．
二
十
四
日
　
交
通
指
導
車

　
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

ニ
十
五
日
　
街
頭
指
導
お
よ
ぴ
交
通

　
指
導
車
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

ニ
十
六
日
　
安
全
教
育

二
十
七
～
二
十
九
日
　
街
頭
指
導

三
十
日
　
交
通
指
導
車
に
よ
る
パ
ト

　
・
ー
ル

十
月
一
日
　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
の

　
安
全
施
設
点
検

／
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四
年
に
一
度
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
イ

ア
ー
を
期
し
て
開
く
町
民
体
育
祭
は
、

乙
と
し
第
五
回
を
迎
え
て
、
十
月
十
日

の
「
体
育
の
日
」
に
行
な
う
予
定
で
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
期
日
や
内
容
等
、
正
式
に
決
ま
る
の

は
十
一
日
に
開
く
打
合
せ
会
議
の
席
上

で
す
が
、
競
技
種
目
な
ど
計
画
の
一
部

を
お
伝
え
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
会
場
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り

川
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
な
る
見
通

し
で
す
。
地
区
対
抗
は

　
　
　
　
六
種
目

〈
予
定
種
目
〉

　
　
一
〇
〇
漉
競
走
（
男
・
女
）

◎
球
入
れ
競
争

◎
借
物
レ
ー
ス

　
　
小
学
生
短
距
離
競
走

　
　
走
り
高
と
ぴ

　
　
体
協
リ
レ
i

◎
綱
引
き
競
争

◎
駅
伝
競
走

　
◎
消
防
団
対
抗
リ
レ
ー

　
　
幼
児
レ
ー
ス

　
　
ボ
ー
ル
送
り

　
　
走
り
幅
と
ぴ

　
　
八
○
○
肌
競
走

◎
年
齢
別
リ
レ
ー

　
　
　
　
（
◎
印
は
地
区
対
抗
種
目
）

　
こ
の
な
か
、
地
区
対
抗
の
球
入
れ
は

は
男
女
＋
五
人
ず
つ
が
出
場
、
綱
引
き

も
男
女
各
＋
五
人
で
力
を
競
い
、
駅
伝

は
五
人
の
チ
ー
ム
編
成
で
川
西
中
か
ら

に
総
参
加
を

日
・
川
西
中
で

原
田
バ
ス
停
ま
で
の
折
り
返
し
コ
ー
ス

を
走
破
し
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団
リ
レ
ー
は
五
人
で
距

離
は
二
百
メ
ー
ト
ル
鴨
年
齢
別
リ
レ
ー

は
、
小
学
生
、
中
学
生
、
＋
代
、
二
＋

代
、
三
十
代
か
ら
男
女
各
一
、
四
十
代

五
＋
代
か
ら
男
各
一
の
都
合
＋
二
人
に

よ
る
大
レ
ー
ス
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
幼
児
、
中
学
生
、
親
子

の
そ
れ
ぞ
れ
マ
ス
ゲ
ー
ム
や
婦
人
会
の

民
謡
踊
り
、
川
西
中
体
操
部
員
の
公
開

演
技
が
盛
り
込
ま
れ
ま
す

　
特
に
、
こ
と
し
は
町
に
体
育
協
会
が

誕
生
し
た
お
り
で
あ
り
、
記
念
の
意
味

で
「
町
民
皆
ス
ポ
1
ツ
」
の
文
字
を
染

め
た
手
ぬ
ぐ
い
を
全
戸
に
配
布
し
、
体

育
祭
ム
ー
ド
を
高
め
ま
す
。

　
雨
天
な
ら

　
　
　
十
］
目
に
順
延

　
な
お
、
天
候
次
第
で
、
予
定
し
た
十

日
に
実
施
で
き
な
い
と
き
は
、
翌
十
一

日
（
水
）
に
繰
り
延
べ
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

高
性
能
農
業
め
ざ
す
二
次
構

期
分
の
総
事
業
費
は
三
億
六
千
万

　
い
ま
、
町
で
は
、
農
業
の
近
代
化
を

図
る
べ
く
、
ま
た
、
激
変
す
る
農
業
諸

情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
農
業
者
が
一

丸
と
な
つ
て
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
ね
ら
い
は
や
農
業
を
志

向
す
る
者
を
中
心
と
し
て
、
自
主
的
に

協
業
組
織
を
作
り
、
大
区
画
ほ
場
に
見

合
う
高
性
能
機
械
施
設
を
効
率
的
に
利

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
低
廉
で
、
か

つ
高
精
度
の
作
業
受
託
と
浮
き
出
た
労

力
を
収
益
性
の
高
い
作
目
（
葉
た
ば
こ

出
荷
野
菜
や
養
豚
な
ど
）
に
ふ
り
向
け

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
結
果
は
、
農
業
志
向
の
農
家
は

よ
り
多
く
の
農
業
収
入
が
得
ら
れ
、
他

方
、
兼
業
農
家
は
馬
安
心
し
て
作
業
の

委
託
が
で
き
る
の
で
、
農
業
以
外
の
仕

事
に
専
念
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

生
産
組
合
を

　
　
　
　
　
基
礎
に

　
計
画
は
一
期
と
二
期
に
分
か
れ
て
い

て
、
一
期
分
の
対
象
が
千
手
と
、
三
領

小
根
岸
を
除
い
た
上
野
の
両
地
区
、
二

期
分
と
し
て
三
領
、
小
根
岸
お
よ
ぴ
橘

地
区
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
一
期
の
計
画
事
業
費

は
約
三
億
六
千
万
円
。
こ
の
う
ち
、
水

稲
、
野
菜
、
葉
た
ぱ
こ
の
生
産
組
織
関

係
に
三
億
円
、
養
豚
団
地
造
成
に
六
千

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
、
半
額
以
内
の
国
庫
補
助
と
残
り
の

個
人
負
担
に
対
す
る
八
割
以
内
の
融
資

が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
機
械
施
設
を
導
入
す
る
事
業

主
体
と
し
て
は
、
農
協
、
機
械
利
用
組

合
、
生
産
組
合
お
よ
ぴ
個
人
（
養
豚
専

門
経
営
）
が
あ
げ
ら
れ
、
各
事
業
主
体

は
、
四
十
八
年
か
ら
五
十
一
年
ま
で
の

四
年
間
、
ほ
場
整
備
の
進
行
に
合
わ
せ

最
適
な
導
入
計
画
を
樹
立
し
て
事
業
申

請
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
水
稲
、
野
菜
、
葉
た
は
こ
関
係
で
は

志
向
農
家
を
中
核
に
し
た
生
産
組
合
が

基
本
組
織
と
な
っ
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、

田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
格
納
庫
を
管

理
し
、
農
作
業
の
計
画
立
案
と
実
施
に

当
た
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
各
生
産
組
合
の
集
合
体
で

あ
る
機
械
利
用
組
合
は
、
高
能
力
の
大

型
機
械
を
所
有
し
て
効
率
的
に
利
用
し

生
産
組
合
の
要
請
に
よ
っ
て
作
業
の
受

託
、
機
械
の
総
合
調
整
を
行
な
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
広
域
的
に
利
用
し
た
ほ
う

が
効
果
の
あ
が
る
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
、

育
苗
施
設
、
大
型
防
除
機
な
ど
は
、
農

協
を
中
心
に
し
た
地
域
施
設
利
用
協
議

会
で
管
理
運
営
す
る
し
く
み
で
す
。

　
畜
産
関
係
は
、
養
豚
団
地
造
成
を
計

わ
け
で
す
。

　
町
で
は
飾
こ
れ
ま
で
に
、
推
進
会
議

を
中
心
に
、
二
次
構
に
つ
い
て
理
解
を

呼
ぴ
か
け
、
普
及
に
努
め
て
き
ま
し
た

　
関
係
農
家
も
ま
た
、
新
し
い
農
業
へ

の
期
待
と
関
心
は
高
く
、
す
で
に
、
七

月
末
ま
で
に
対
象
地
区
の
全
部
落
か
ら

農
家
組
合
長
を
代
表
者
と
し
た
二
次
構

実
施
申
請
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
噸
方
、
二
次
構
の
基
本
構
想
は
、
県

な
ら
ぴ
に
農
林
省
の
審
査
を
経
て
、
さ

画
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
個
人
が
率
る
七
月
＋
二
日
付
で
正
式
に
認
可
さ
れ

事
業
主
体
に
な
り
『
大
規
模
養
豚
専
門

経
営
を
目
標
に
、
近
代
的
な
豚
舎
、
ふ

ん
尿
処
理
施
設
等
を
設
置
し
、
多
頭
計

画
出
荷
に
よ
る
収
益
の
増
大
、
経
営
の

，
安
定
拡
大
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す

　
　
同
意
率
は

　
　
8
5
～
90
％
の
見
込
み

　
こ
う
し
た
各
生
産
組
織
の
密
接
な
連

携
の
も
と
で
、
画
期
的
な
農
業
構
造
を

実
現
さ
せ
る
の
が
計
画
の
骨
子
で
あ
る

具
体
的
計
画
を
立
て
る
地
区
と
し
て
、

調
査
計
画
に
要
す
る
事
務
費
約
百
五
十

万
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
見
込
み
に

な
り
ま
し
た
。

　
二
次
構
推
進
会
議
で
は
、
事
業
申
請

の
あ
っ
た
部
落
を
対
象
に
協
議
会
を
も

っ
て
い
た
だ
き
、
細
部
討
議
を
経
て
個

人
同
意
書
を
と
り
ま
と
め
中
で
す
。

　
同
意
率
は
一
〇
〇
％
と
い
う
部
落
も

多
く
、
平
均
八
五
か
ら
九
Q
％
程
度
が

予
想
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
今
後
、
同

意
者
に
よ
る
生
産
組
合
、
機
械
利
用
組

合
の
設
立
か
ら
具
体
的
な
事
業
計
画
を

立
案
す
る
段
階
へ
と
進
み
ま
す
。

　
な
お
鷲
さ
る
六
日
に
は
、
大
農
機
具

の
実
演
展
示
会
を
開
き
（
写
真
）
、
、
ご

研
究
い
た
だ
い
た
よ
う
な
次
第
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
経
過
で
す
が
、
目
下
進

行
中
の
県
営
ほ
場
整
備
事
業
と
｝
体
に

二
次
構
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

ゆ
る
ぎ
な
い
生
産
基
盤
を
確
立
し
、
明

る
く
豊
か
な
川
西
町
農
業
の
発
展
を
期

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
産
業
課
）

　
　
　
※
　
　
※
　
　
※

お
願
い
　
こ
の
二
次
構
や
ほ
場

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
担
当
課
と
協
力

し
て
、
広
報
で
継
続
し
て
取
り
上
げ
て

ゆ
く
方
針
で
す
。
そ
の
際
の
参
考
と
す

る
意
味
で
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
ご
意
見
、
ご
質
疑
を
係
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
ま
す
。

勤
労
者
住
宅
資
金

　
申
込
み
は

　
　
　
　
　
　
3
0
日
ま
で

　
県
は
い
ま
、
勤
労
者
住
宅
資
金
の
貸

し
付
け
を
次
に
よ
り
行
な
っ
て
い
ま
す
。

貸
付
け
対
象

　
自
分
で
住
む
た
め
の
家
を
新
築
、
増

　
改
築
、
購
入
し
よ
う
と
す
る
勤
労
者

貸
付
け
条
件

　
貸
付
け
金
額
　
三
十
万
円
以
上
七
十

　
　
万
円
ま
で
の
十
万
円
き
ざ
み
の
額

　
利
率
　
年
八
・
木
％

　
償
還
方
法
　
十
年
以
内
の
元
利
均
等

　
　
月
賦
償
還

申
　
込
　
み

　
第
四
銀
行
・
北
越
銀
行
。
新
潟
相
互

　
銀
行
・
大
光
相
互
銀
行
の
本
、
支
店

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
こ
れ
ら
銀
行

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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撒
灘

交
通
指
導
車
を
購
入

先
月
＋
貢
盛
の
ラ
ッ
シ
ュ
に
合
わ
せ
て
・
新
規
購
入
誕
ま
っ

た
町
の
交
通
指
導
車
が
到
着
し
ま
し
た
。
か
ね
て
、
町
交
通
安
全
協
会
を

中
心
に
し
て
購
入
の
要
請
が
あ
り
、
こ
れ
に
こ
た
え
て
配
備
に
ふ
み
き
っ

た
も
の
で
、
安
全
協
会
か
ら
は
、
す
で
に
、
購
入
費
の
一
部
に
と
い
う
こ

と
で
十
万
円
の
寄
付
が
あ
り
、
さ
ら
に
明
年
も
、
同
協
会
か
ら
十
万
円
の

寄
付
が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
指
導
車
は
、
毎
月
五
、
十
、
十
五
、
二
十
、
二
十
五
日
に
安
全
協

会
が
四
地
区
当
番
で
乗
り
込
ん
で
、
町
府
を
巡
回
し
な
が
ら
事
故
防
止
を

．
呼
ぴ
か
け
、
ま
た
、
祭
典
等
の
混
雑
時
に
も
出
動
し
ま
す
。

“
豊
か
な
く
ら
し
と
健
康
”

　
　
　
　
　
1
十
五
日
か
ら
老
人
福
祉
週
間
1

　
十
五
日
は
敬
老
の
日
、
こ
の
日
か
ら

老
人
福
祉
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　
七
＋
年
代
の
老
人
問
題
は
各
地
で
深

刻
化
し
て
お
り
、
解
決
へ
の
努
力
が
重

ね
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
新
し
い
課
題

も
発
生
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
い
ま

や
、
ひ
と
り
老
人
だ
け
で
な
く
国
民
全

体
の
問
題
と
し
て
、
真
剣
に
取
り
組
ま

ま
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
週
間
の
ね
ら
い
は
、
多
年
、
社

会
に
寄
与
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
k

そ
の
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
老
後
の
暮

ら
し
と
健
康
を
高
め
、
老
人
自
身
も
時

代
の
中
に
生
き
る
意
欲
を
い
っ
そ
う
強

め
て
、
豊
富
な
知
識
、
経
験
を
社
会
の

た
め
に
役
だ
て
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
人
々
が
、
老
後
へ

関
心
と
理
解
を
及
ぼ
し
て
鴨
生
き
が
い

の
あ
る
社
会
を
築
け
る
よ
う
、
各
種
行

事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
週
間
中
は
、
“
豊
か
な
く

ら
し
と
健
康
を
”
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
次

の
三
点
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

①
老
後
の
暮
ら
し
と
健
康
を
高
め
る

　
運
動
を
進
め
る
。

②
老
人
の
お
か
れ
て
い
る
生
活
条
件

　
を
整
え
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を

　
進
め
る
。

③
老
人
の
役
割
と
生
き
が
い
を
考
え

　
る
。
　
田
口
き
ん
ら
に

　
　
　
　
　
　
お
祝
い

　
そ
し
て
、
例
年
の
よ
う
に
長
寿
者
の

皆
さ
ん
を
慶
祝
す
る
計
画
で
す
が
、
こ

と
し
は
、
満
百
歳
に
達
し
た
木
落
の
田

ロ
ヨ
子
さ
ん
に
対
し
て
、
十
五
日
、
県

か
ら
民
生
部
長
が
来
町
し
、
総
理
大
臣

の
祝
状
と
銀
杯
、
知
事
の
祝
状
と
記
念

品
を
贈
り
ま
す
。

　
ほ
か
に
～
七
十
五
歳
以
上
の
か
た
四

百
七
人
に
県
か
ら
記
念
菓
を
、
町
は
敬

老
祝
金
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
と
し
九
十
歳
を
迎
え
た
か

た
は
、
小
林
サ
イ
さ
ん
（
中
屋
敷
）
、

清
水
ト
ミ
さ
ん
（
寺
尾
）
、
沢
ロ
キ
セ

さ
ん
（
下
平
新
田
）
の
三
人
で
、
こ
の

か
た
が
た
に
は
、
県
か
ら
記
念
品
と
祝

状
を
贈
り
ま
す
。

”
県
警
察
官
”
募
集

採
用
予
定
人
員
…
…
＝
O
人

応
募
資
格
：
・
…
昭
和
二
〇
年
四
月
二

　
　
日
か
ら
昭
和
三
〇
年
四
月
一
日
ま

　
　
で
の
閲
に
生
ま
れ
た
男
子

募
集
期
限
：
・
：
・
九
月
二
五
日
ま
で

そ
の
他
…
：
・
詳
し
く
は
、
警
察
署
・

　
　
駐
在
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

OO才，気丈でいまも針仕事の
県下ナンバー9，木落・田ロヨ子さん

　
別
項
の
よ
う
に
、
こ
と
し
満
百
歳
に
達
し
、
総
理
大
臣

か
ら
祝
状
と
記
念
の
銀
杯
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
木
落

の
田
ロ
ヨ
子
さ
ん
（
写
真
）
を
ご
紹
介
。

　
ヨ
子
さ
ん
の
生
年
月
日
は
明
治
五
年
八
月
二
日
、
県
下

で
は
第
九
位
の
長
寿
者
（
最
高
齢
者
は
百
二
歳
）
で
、
気

丈
夫
な
、
い
ま
も
針
仕
事
に
余
念
の
な
い
お
ぱ
あ
ち
ゃ
ん

で
あ
る
。
家
庭
は
長
女
（
と
い
っ
て
も
す
で
に
七
十
歳
）

の
タ
マ
さ
ん
と
孫
の
正
敏
さ
ん
夫
婦
、
そ
れ
に
、
ひ
い
ま
・

ご
が
三
人
の
あ
わ
せ
て
七
人
暮
ら
し
。
つ
れ
あ
い
は
、
ヨ

子
さ
ん
が
四
十
九
歳
の
大
正
九
年
に
流
感
が
原
因
で
な
く

な
つ
た
。
そ
の
年
は
、
大
感
冒
の
年
で
た
く
さ
ん
の
死
亡

者
が
出
た
と
い
う
。
以
来
、
半
世
紀
の
余
、
ヨ
子
さ
ん
の

長
寿
を
さ
さ
え
て
き
た
の
は
、
　
「
き
ん
ま
っ
か
す
」
と
い

わ
れ
た
気
性
に
仕
事
好
き
、
加
え
て
、
周
囲
に
え
が
お
の

絶
え
な
い
好
環
境
に
あ
る
と
見
受
け
て
き
た
。

　
現
在
の
ヨ
子
さ
ん
の
日
課
は
、
朝

六
時
こ
ろ
の
起
床
に
始
ま
り
（
冬
期

は
、
さ
す
が
に
午
前
中
ぐ
ら
い
寝
て

い
る
。
）
、
就
寝
は
八
時
か
け
ま
わ

り
、
三
度
の
食
事
は
欠
か
さ
ず
に
、

ご
飯
は
軽
く
一
杯
、
副
食
物
、
特
に

野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
。

　
日
中
ば
、
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う

に
針
仕
事
や
糸
繰
り
が
中
心
で
．
テ

レ
ビ
な
ど
は
あ
ま
り
関
心
の
な
い
様

子
、
た
だ
し
、
三
波
春
夫
の
フ
ァ
ン

と
の
由
。

　
酒
は
大
好
き
で
、
昔
は
男
衆
に
か

く
れ
て
よ
く
な
め
た
ら
し
い
。
最
近

は
ビ
ー
ル
に
も
の
ど
が
合
う
と
い
う

　
　
　
　
　
ヨ
子
さ
ん
。
今
昔
の
比

蘭

較
を
お
願
い
し
た
ら
、

“
シ
ャ
バ
が
ひ
っ
く
り

か
え
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
だ
。
”
と
だ
け
表
現

し
て
く
れ
た
。

　
い
ま
の
楽
し
み
は
、

自
分
の
子
が
尋
ね
て
く

る
こ
と
と
か
。
　
「
お
ま

え
も
、
子
ど
も
は
め
じ

ょ
い
べ
が
。
」
と
い
わ

れ
、
い
く
っ
に
な
っ
て

も
変
ら
ぬ
親
バ
カ
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
6
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各種予防接種のお知らせ
（健康管理室）

’

月　　日 時　　間 会　　　場 予防接種名 対　象

10．　4 2．00～2．30 白倉小学校 百ジフ破傷風 1期3回目3期　　4期

10．　9 1．30～1．50 仙田小学校 〃 〃

〃 2．10～2．30 小脇分校 〃 〃

〃 3．00～3．20 高倉小学校 〃 〃．

〃 1．30～1．50 中仙田小学校 〃 〃

〃 2．30～2．50 赤岩小学校 〃 〃

10．12 1．30～2。OO 橘　　支，　所 〃 1期3回目

10．13 〃 母子センター 〃 〃

〃 3．00～3．20 木落保育所 〃 〃

10．16 9．30～10．00 千手診療所 〃 〃

〃 1．30～2．00 仙田小学校 インフンレエンザ
3才以上

一般1回目
〃 2．10～2．30 小脇分校 〃 〃

〃 2．40～3．OO 高倉小学校 〃 〃

10．17 1．30～1．50 仙　田　支所 生　　ワ　　ク 1期　　2期

10．19 1．30～1．50 橘　　支’　所 〃 〃

10．20 9．30～9．50 母子センター 〃 〃

〃 1．30～2．00 中仙田小学校 インフルヱ．ンザ
3才以上

一般1回目
〃 2．40～3．00 赤岩小学校 〃 〃

1α231．30～2．00 仙田小学校 〃 一・般2回目

〃 2．10～2．30 小脇分校 〃 〃

〃 2．40～3．00 高倉小学校 〃 〃

1α24 9．30～10ρ0 千手診療所 生　　ワ　　ク 1期　　2期
10．26 2．00～2．30 臼倉小学校 インフル‘エンザ 一般1回目
10．27 1．30～2．00 中仙田小学校 〃 〃　2回目
〃 2．40～3．00 赤岩小学校 〃 〃　　　’〃

10．30 9．30～10．00 千手診療所 〃 〃　1回目

10．31 1．30～2．00 母子センター 〃 〃　　　〃

〃 3．10～3．30 木落保育所 〃 〃　　　　〃

1｝．・　2 1．30～2．00 白倉小学校 〃 〃　2回目

11．　6 9．30～10ρ0 千手診療所 〃 〃　　　〃

11．　7 1．30～2．00 母子センター 〃 〃　　　〃

〃 3．10～3．30 木落保育所 〃 〃　　　　〃

11．　9 1．30～2．OO 橘診　療　所 〃 ”　1回目

納
税
メ
モ

今
月
は

　
固
定
資
産
税

　
　
第
三
期
分
の
納
期
で
す
。

　
八
月
末
の
軽
自
動
車
税
対
象
の

登
録
台
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

バ
イ
ク
五
〇
㏄
以
下
一
、
一
一
二
台

　
〃
　
五
〇
㏄
～
　
一
二
五
㏄

　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
七
台

そ
の
他
二
輪

耕
運
機

軽
三
輪

軽
四
輪
（
貨
物
）

〃
　
（
乗
用
）

　
こ
れ
は
、

　
　
七
四
台

一
、
O
O
自
台

　
　
　
七
台

　
五
一
四
台

　
三
＝
二
台

　
　
　
　
バ
イ
ク
等
の
二
輪
車

で
十
世
帯
に
八
台
、
軽
三
、
四
輪

車
で
同
じ
く
三
・
五
台
の
割
合
に

な
り
ま
す
。
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書
　
　
　
　
’
．

戸
籍
の
窓
か
驕
器

う
ぷ
声
も
す
こ
や
か
繍 た

か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

鷺隊騨繋象撃
高子充学也潤智美子子声　鯛

満離摯塵撃騨もの
一　＿　＿＿す　窓
二一長長二長ニニ長一こ男女男男男姦男男豪女やか
小中木木藤町上小久藤2、豊ら

賭島島謡野器海に㌔“

鋤顯縣昇辮霧霧
清仲テ良勝和

天　婦郎婦郎婦郎
作泰フー馬宣1　高羽田登森小
　　　　　　ご橋鳥島坂　川

講講思欝葦嚢蘂
　田　　　　　 ‡冨

赤
谷
山
形
か
ら

赤
谷

鹿
児
島
か
ら

伊
友

松
之
山
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

七七六二一
九六六四八一

佐
藤
　
タ
ケ
　
木
　
島
　
　
八
四

肢
体
不
自
由
者
に

職
業
を

　
新
潟
県
身
体
障
害
者
更
生
指
導
所
で

目
下
『
四
十
七
年
度
の
入
所
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
指
導
所
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
所
有
す
る
肢
体
不
自
由
の
か
た
が
た

に
対
し
、
そ
の
更
生
を
目
的
に
各
種
職

業
技
術
を
指
導
す
る
も
の
で
、
新
潟
市

の
川
岸
町
（
三
丁
目
一
＝
番
地
）
に
あ

り
ま
す
。

　
今
回
の
募
集
要
領
は
次
の
と
お
り
で

す
か
ら
、
希
望
さ
れ
る
か
た
は
援
護
係

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
指
導
科
目

　
　
洋
服
、
洋
裁
、
和
裁
、
編
物

　
　
電
気
、
時
計
、
写
真
鴨
印
刷

☆
入
所
期
間

　
　
　
一
．
か
年
間

☆
入
所
資
格

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
を
有
す
る
肢

　
　
体
不
自
由
者
で
、
十
八
歳
以
上

　
　
の
者

☆
入
所
受
付
け
期
間

　
　
　
（
九
月
一
日
か
ら
）
十
月
十
五

　
　
日
ま
で
。

　
　
　
な
お
、
入
所
は
十
｝
月
五
日

　
　
で
す
。

☆
経
費
、
そ
の
他

　
　
各
種
訓
練
に
必
要
な
経
費
は
無

　
　
料
で
す
。

　
　
工
具
、
教
材
は
貸
与
し
ま
す
。

　
　
食
費
に
つ
い
て
は
、
実
費
分
と

　
　
し
て
月
千
四
百
円
を
徴
収
し
ま

　
　
す
。
　
　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
社
会
課
ー

懲硬∂

硬ー

ー
」

｝
町
内
で
　
皿

｝
　
　
　
　
　
｝

r
廣
矩
抹
匹
謎
響

　
　
　
小
白
倉
　
　
　
　
　
石

〇
一
螺
螂
の
さ
わ
れ
ぱ
い
か
る
残
暑
か
な

O
白
萩
に
入
口
せ
ま
し
尼
の
庭

冷
や
か
と
手
に
感
じ
つ
＼
菜
を
間
引
く

深
露
に
廻
り
道
し
て
南
瓜
も
ぐ

手
を
上
げ
て
残
暑
の
町
を
横
切
り
ぬ

　
　
　
霜
条
大
海
　
　
白
濤

墓
碑
し
づ
か
夏
蝶
一
つ
舞
い
め
ぐ
る

あ
じ
さ
い
の
藍
一
色
に
咲
き
あ
ふ
れ

姻
の
笠
に
来
て
鳴
く
鎌
を
と
ぐ

　
　
　
大
白
倉
中
村
み
ゃ
子

句
碑
の
丘
わ
た
り
て
ゆ
く
や
青
嵐

秋
立
つ
や
瀬
音
に
ま
じ
る
唄
の
声

　
　
　
長
岡
金
子
　
　
且
雀

さ
ぴ
れ
た
る
墓
石
に
灯
し
盆
詣
り

朝
顔
の
大
輪
咲
け
る
日
曜
日

小わ捗
　
　
　
擁
堰

太
田
白
南
風
選

　
江
口
　
　
凡




